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はじめに 

 数字の「36」と聞いて、皆さんは何を思い浮かべるだろうか。「富岳三十六景」や「三十六歌仙」を

思い浮かべる人も多いのではないかと思われる。それ以外には小さい頃に学んだ「九九」で「4×9＝

36（しくさんじゅうろく）」や「6×6＝36（ろくろくさんじゅうろく）」の印象が強く残っている人も

少なからずいるのではないかと思われる。さらには「三十六計逃げるに如かず」の言葉を思い浮かべ

る人も相当数いるものと思われる。 

今回は、この数字の「36」について、それが現れてくる例やその理由等について調べてみた。 

富岳三十六景 

「富岳三十六景」は、葛飾北斎による富士図版画集である。様々な場所、様々な季節、様々な気象

条件の富士山を描いている。「三十六景」というぐらいだから、全部で 36の図があると考えている方

も多いと思われるが、実は全部で 46 図となっている。元々は 36 図だったが、その後 10 図が追加さ

れた。ただし、引き続き「三十六景」と言われており、その意味では、ここでいう「三十六」は結果

的に「多数」という意味合いを有する用語ともなっている。 

なお、歌川広重による富士山を主題とした浮世絵風景画のシリーズである「不二三十六景色」や「富

二三十六景」があるが、これらはそれぞれ 36 作品となっている。 

三十六歌仙 

「三十六歌仙」は、（NHK の 2024年の大河ドラマ「光る君へ」でも話題になっていた）藤原公任（ふ

じわらのきんとう）の『三十六人撰』（さんじゅうろくにんせん）に載っている平安時代の和歌の名人

36 人の総称である。具体的には、柿本人麻呂、大伴家持、山部赤人、小野小町といった歌人が選ばれ

ている。 

これは、確かに 36人となっているが、それでもこの表現も「多数」を意味し、優れた和歌の詠み手

が多数いることを強調している意味合いもあるようだ。 
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なお、｢三十六歌仙｣に影響されて、平安時代末期に藤原範兼が｢中古三十六歌仙｣、鎌倉時代中期に

は女性歌人による｢女房三十六人歌合｣なども誕生している。 

三十六計 

「三十六計逃げるに如かず」における「三十六計」というのは、魏晋南北朝時代の中国の兵法書で

ある「兵法三十六計」に基づいている。どうにもならなくなった時には逃げるのが最善の策である、

という意味になる。ただし、ここでの「三十六」は、「多数の計略」を象徴しているとも言える。 

なお、「兵法三十六計」は、兵法における戦術を六系統・三十六種類に分類した内容である。六系統

は、勝戦計（こちらが戦いの主導権を握っている場合の定石）、敵戦計（余裕を持って戦える、優勢の

場合の作戦）、攻戦計（相手が一筋縄でいかない場合の作戦）、混戦計（相手がかなり手ごわい場合の

作戦）、併戦計（同盟国間で優位に立つために用いる策謀）、敗戦計（自国がきわめて劣勢の場合に用

いる奇策）、となっている。このうちの「敗戦計」の「走為上（そういじょう）」が兵法三十六計の最

後の計となっており、「走ぐるを上と為す」ということで、万策尽きたときは逃げるのが最善の策であ

る、という意味で、「三十六計逃げるに如かず」の語源となっている。 

〇〇三十六不動尊霊場、〇〇三十六不動霊場 

「〇〇三十六不動尊霊場」と呼ばれるものが、全国の各地域にある。ここで、「36」という数字が選

ばれているのは、不動明王の眷属（けんぞく）1が三十六童子2であることによる。また、人間の煩悩三

十六支を表し、三十六か寺を巡拝することによって煩悩を消除する意味も含まれているようだ。ただ

し、必ずしも 36箇所でないケースもある。各札所には三十六童子が割り振られ、それぞれの童子がお

迎え童子石像として設置されている。 

・「近畿三十六不動尊霊場」は、大阪府・兵庫県・京都府・和歌山県・滋賀県・奈良県にある不動尊（不

動明王）を祀る 36箇所の霊場（寺院の総称）。 

・「北関東三十六不動尊霊場」は、群馬県・栃木県・茨城県内にある 36箇所の不動尊霊場。 

・「東海三十六不動尊霊場」は、愛知県、三重県、岐阜県の東海三県にある 36箇所の不動尊霊場。 

・「関東三十六不動霊場」は、神奈川県・東京都・埼玉県・千葉県内にある 36箇所の不動尊霊場。 

・「四国三十六不動霊場」は、徳島県・香川県・高知県・愛媛県内にある 36 箇所の不動尊霊場。 

・「九州三十六不動尊霊場」は、福岡県、大分県、佐賀県、長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県にある

38 箇所の不動尊霊場。 

「三十六」という数字がなぜ「多数」を象徴することになっているのか 

これについては、明確な理由はよくわからない。 

例えば、「6」という数字がそもそも人間の 5本の指を超える数字になっていることから、（比較的）

 
1 親族、同族。従者、配下、家子、所従等の隷属身分の者。眷属神（本来は、神の使者。多くはその神と関連する動物（想

像上の動物を含む））。 
2 不動明王は 36 の童子を従えており、各童子は１千万の従者を持つとされている。三十六童子の名を唱えれば悪霊は退散

し、崇拝する者を背後から守護して、長寿をもたらすと言われている。 
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大きい数字と考えられていたのに対して、その二乗になっている「三十六（6×6）」は、さらに大きな

数字で「多数」を意味することになっているのかもしれない。サイコロの眼は「6」が最大で、2個の

サイコロを振った場合に、双方とも 6のゾロ目が出ることが最大値であることが関係しているのかも

しれない。 

あるいは、東アジア文化圏では、「四（四季）」と「九（久）」の組み合わせが「多くの」や「長く続

く」を象徴することがあったことから、これらを掛け合わせた数字としての「三十六（4×9）」の意味

合いに影響を与えているのかもしれない。 

三六協定（サブロク協定） 

「三六協定」は、労働基準法第 36条に基づく労働時間（時間外労働や休日労働）に関する協定のこ

とを指している。労働基準法第 36 条では、「法律で定められた 1 日 8 時間・週 40 時間を超える労働

や休日労働などを従業員に命じる場合、労働者と使用者との間で協定を結んで労働基準監督署長に届

けなければならない。」と定められている。36 協定書を提出しないまま、労働者に時間外労働や休日

労働をさせた場合は、罰則が科されることになる。 

グランドピアノの黒鍵は 36個 

グランドピアノの黒鍵は 36 個、白鍵が 52個あって、合計 88個の鍵盤で構成されている。 

全体の鍵盤数が 88 個となっているのは、88 鍵以上の音域は、人間が聞き取ることができないから

ということによる。ピアノが誕生して以来、18 世紀から 19 世紀にかけて、鍵盤数は増加傾向にあっ

たが、結果的には人間が聞き分けることができる音域の範囲内に落ち着いたということのようである。 

1 オクターブの中のドからシの中に、黒鍵が 5個、白鍵が 7 個あることにより、88鍵は 7 オクター

ブと長 3 度（度数が 3 度で半音 4 つ分の音程、黒鍵が１つ含まれる）ということで、黒鍵の数は 36

個（7×5＋1）になっている。 

 

 

 

 

ルーレットの賭け率の最大は 36倍 

ルーレットの賭け率の最大は 36 倍となっている。 

 ルーレットには 37 または 38 のポケットがあり、これらのポケットに番号が割り振られて、1つの

ポケットにボールが落ちる仕組みになっている。ヨーロッピアンルーレットでは、数字は 0から 36ま

で、アメリカンルーレットでは、数字は 0 から 36 までに加えて、00がある。 

この結果、単一の番号に賭けた場合、当たる確率は 37 分の 1（ヨーロッピアン）または 38 分の 1

（アメリカン）になる。一方で、カジノ側は、プレイヤーに勝った場合に払う配当を 36倍として設定

している。つまり、数字の 0 や 00 の存在によって、プレイヤー側とカジノ側の期待値が異なる形に

なり、その差額がカジノ側の儲けとなる仕組みとなっている。このようなカジノ側の取り分は「ハウ
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スエッジ」と呼ばれており、ヨーロピアンでは約 2.7%、アメリカンでは約 5.3%となる。 

それではなぜルーレットの数字が「36」までとなっているのかについては、明確な理由はよくわか

らなかった。現在のルーレットの形は 18世紀から 19世紀のフランスで確立されているが、ゲームバ

ランスを保ちながらプレイヤーに多様な賭けの選択肢を提供するために適した数、ということで「36」

という数字が選ばれていったようだ。 

36人の将校問題 

「36 人の将校問題（thirty-six officers problem）」と呼ばれているのは、以下のような問題である。 

「6 つの異なる連隊から、それぞれ 6 つの階級の異なる、合計 36 人の将校を正方形に並べ、各列

（水平と垂直の両方）に連隊と階級の異なる将校が 6 人ずついるように配置する」（因みに、対角線

上に同じ連隊や階級の人が並ぶことは認められる） 

この問題は 1700 年代後半にサンクペテルブルグで出回っていたようで、ドイツの大数学者レオン

ハルト・オイラー（Leonhard Euler）はこの問題を研究し、一般的な「グレコ・ラテン方陣」の問題

として、予想も行ったが、この問題を解くことができなかった。この問題に対する答えは「解が存在

しない」ということであり、1901年にフランスの数学者であるガストン・タリー（Gaston Tarry）に

よって、「網羅的証明（Proof by exhaustion）」3により、確認された。 

2 つの集合 S と T （同じ場合もある）上の n 次の「グレコ・ラテン方陣（Graeco-Latin square）」

又は「オイラー方陣（Euler square）」あるいは「直交ラテン方陣のペア（pair of orthogonal Latin 

squares）」と呼ばれているものは、それぞれ n 個のシンボルで構成され、n × n のセル配置であり、

各セルには順序付きペア（s, t）（s ∊ S 、t ∊ T ）が含まれるが、全ての行と全ての列には Sの各要

素と T の各要素が 1 回ずつ含まれ、2 つのセルに同じ順序付きペアが含まれることはない、という

ものである。 

具体的に n＝3、4、5の場合には、以下のようなものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オイラーは、上記のように、S として、ラテン文字の集合、T として、ギリシャ文字の集合を用い

たため、「グレコ・ラテン方陣」と呼ばれている。 

 
3 事例による証明、事例分析による証明、完全帰納法、または力ずく法とも呼ばれ、証明する命題を有限個の事例又は同等

の事例の集合に分割し、各タイプの事例をチェックして問題の命題が成り立つかどうかを確認する証明方法 

Aα Bγ Cβ Aα Bγ Cδ Dβ Aα Bδ Cβ Dε Eγ

Bβ Cα Aγ Bβ Aδ Dγ Cα Bβ Cε Dγ Eα Aδ

Cγ Aβ Bα Cγ Dα Aβ Bδ Cγ Dα Eδ Aβ Bε

Dδ Cβ Bα Aγ Dδ Eβ Aε Bγ C α

Eε Aγ Bα Cδ Dβ

グレコ・ラテン方陣（直交ラテン方陣のペア）
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上記のように、n＝3、4、5 の場合のグレコ・ラテン方陣は存在している。ただし、n＝2 の場合に

は明らかに存在しない。 

現在では、グレコ・ラテン方陣は、n = 2、6を除く n > 1の全てで存在することが証明されている。 

ドミノタイリング（ドミノタイル張り） 

「ドミノタイリング（Domino Tiling）」は、2つの単位正方形の端と端が接する結合によって形成

される形状である「ドミノ」による領域のタイル張り、のことをいう。 

4×4 の場合のドミノタイリングの数は 36 通りで、具体的には、以下のようなケースとなっている

（因みに、6×6の場合には 6,728通り、8×8の場合には 12,988,816 通りと、n が大きくなるとドミ

ノタイリングの数は飛躍的に大きくなっていく）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の数字の「36」が現れてくる例 

・数字の 0 から 9 の 10 個と、アルファベットの 26 文字を合わせて、36 になるため、一部のコンピ

ューターシステムがサポートできる最大の数値記数となっている。 

・36は、正五芒星の各先端の内角の度数 

・「36°」は円の一周 360 度の 10 分の 1であることから、正十角形の中心角となっている。 

・黄金三角形（長い 2 辺と短い辺の長さの比が黄金比になっている二等辺三角形）の頂角の大きさは

36°となる。 

・1 年 365日を 36分割して、10日単位で数える習慣がある。 

・数字の 36 は、平方三角数（square triangular number）、即ち、平方数でもあり、三角数でもある。 

・１から 36までの合計は 666となり、「獣の数字」4と呼ばれるものになる。 

最後に 

今回は数字の「36」について、それが現れてくる例やその理由等について、報告してきた。 

 
4 これまでの研究員の眼でも何回か登場しているが、例えば「数字の「6」に関わる各種の話題－時間の単位の関係は「6」

の倍数となっており、自然現象等でも多く観測される－」（2023.2.9）において簡単に紹介している。 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=73875?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=73875?site=nli
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「36」という数字は、平方三角数であり、360°や 1 年の 365 日の 10 分の 1 に相当する数字であ

ることから、結構有効に利用できる数字だといえるようだ。調べてみると、身近な思わぬところや数

学パズルの例等で「36」という数字が現れてくることが発見できた。また、日本においては、「三十六」

という用語がいくつかの例で使用されているが、これらは必ずしも数字の「36」そのものを表してい

るのではなく、「多数」の意味合いで使用されていることも多いこともわかった。 

「36」という数字も、結構好奇心を呼び起こされる数字だと感じていただければと思っている。 
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